



































































































































































































筆)，古谷修一研究員 (1第 2~ 国際組織犯罪防止条約と共謀罪の制定一条約の国内



















(1) r青少年犯罪対策としての 'ASBO'J 
渡迫泰洋 客員研究員(拓殖大学非常勤講師，国士舘大学非常勤講師，岳
百合女子大学非常勤講師)
(2) r北朝鮮ミサイル発射と並致問題の法的側面J
重村智計 専任研究員(早稲田大学国際学術院教授)
4.第10固定例研究会 (2009年5月初日開催)
(1) r少年院に(保護処分として)在践する者の権利義務についての検討一
矯正施設に収容された犯罪(触法)少年の権利・義務に関する日英米比
較のための準備作業として 」
田口敬也客員研究員
(2) r中国における少年犯罪事情」
高橋正義研究補助員
5 .第11固定例研究会 (2009年7月25日開催)
(1) I高齢受刑者の矯正処遇・出所後の保護一刑事政策と社会福祉政策の
架橋」
石川正興専任研究員(早稲田大学法学学術院教授)
(2) I拡散に対する安全保障構想 (Psnの国際法上の評価」
寓歳寛之 専任研究員(早稲田大学法学学術院准教授)
6 .第12固定例研究会 (2009年9月26日開催)
(1) I刑の執行猫予と保護観察の結合に関する一考察一刑の一部執行猶予
の制度的意義に着目して 」
宍倉悠太研究助手
(2) I社会環境と賭博罪」
脇坂成実客員研究員
7.第13回定例研究会 (2009年12月12日間雀)
(1) r精神科医療と少年保護司法システム」
社会安全政策研究所活動ニュース 工93
小西暁和 専任研究員(早稲田大学法学学術院専任講師)
(2) 1学校現場からみた子どもたちの規範意識の現状についてJ
石堂常世 専任研究員(早稲田大学教育・総合科学学術院教授)
VI.研究員の異動
本研究所では，以下の研究員の異動がありました。
1.新規嘱任
(1) 研究所員
松津伸(早稲田大学法学学術院教授)
宮古紀宏(早稲田大学教育・総合科学学術院助手)
(2) 客員教員(専任)
田村正博(早稲田大学社会安全政策研究所客員教授)
(3) 客員研究員
蘇明月(北京師範大学専任講師)
藤原究(山梨学院大学非常勤講師)
増田隆(帝京大学助教)
皆川誠(明星大学非常勤講師，聖学院大学非常勤講師，東京女子大学非常勤
講師)
2.身分変更
(1) 客員研究員から研究所員へ
高歳寛之(早稲田大学法学学術院准教授)
(2) 研究補助員から研究助手へ
宍倉悠太
※なお，本研究所の活動につきましては，本研究所ホームページ(URL:
http://www.waseda.jp/prj-wipss/) もご参照下さい(ほぽ2カ月に 1度のペース
で更新されております)。
